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四 回 ｜

紅葉ウォークが行われました。
10月17日、恒例の秋のチャリティー･ウォーク(JR日野春

駅～あおぞら共和国:約12km) が開催されました。当初

参加者は60 名ぐらいだろうと予想していたのですが、100

名近い方々のご参加をいただきました。前日から当日朝

①釜無川橋を渡る参加者

③｢水車の里公園｣を出発

にかけて南関東では雨模様で開 催が危ぶまれたので

すが､さすが日照時間日本一の北杜市は、汗ばむほどの

青空が広がり、色づき始めた紅葉を眺めながら楽しい一

日を過ごすことが出来ました。

②｢水車の里公園｣で

④北杜市前沢の旧道を歩く

あおぞらふるさと祭りが行われました。
10月17日､チャリティー･ウォークに合わせ、地元の皆さ　　 系のお店や、新米や無 農薬野菜など農産物の販売、木

んのご協力により、あおぞら共和国を会場として｢あおぞ　　 工品や革細工のワークショップなど数多くの出店と、和 太

らふるさと祭り｣が開催されました。あおぞらふるさと祭り　　 鼓、アカペラコーラス､フラダンスなど多彩な演奏､演技が

は、｢あおぞら共和国｣の利用者さんたちと、白州周辺地　　 行われ、大勢のご来場者に楽しんでいただけました。

域･八ヶ岳周辺地域に暮らす人々との交流を目的に計画

されています。地元在住の西 谷実行委員長のもと、地元

や甲府一高ＯＢの皆さんで実行委員会を立ち上げ、企

画･運営していただきました。

当日は、コーヒー、焼き鳥、焼きそば、豚汁などの飲食

－

14時半頃からチャリティー･ウォーク参加者のゴールが

始まり、終盤の演奏･演技に問に合いフラダンスを鑑賞し

たり､出店の焼きそばや豚汁､野菜、新米､ジャムなど買

い物をしたりと一緒に楽しむことが出来ました。到着後の

舞台では、西谷実行委員長からあおぞら共和国を造った
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きっかけや、地域とのつながりについて小林会長や仁志

田総支配人にインタビューがありました。

｢あおぞらふるさと祭り｣にご協力いただいた皆様、ご

参加いただいた皆 様、ありがとうございました。あおぞら

⑤西谷実行委員長(右端)のインタビュー

共和 国までのアクセスは自家用車利用の方が多かった

と思いますが、お隣の藤田製作所様にはこころよく駐車

場をお貸しいただきましたので、スムーズに交通整理が

出来ましたこと感謝いたします。

⑥あ おぞらふるさと祭り

⑦あおぞらふるさと祭り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧あおぞらふるさと祭り

秋 の 草 刈 り ・薪 割 り ボ ラ に ご 参 加 い た だ き 有 難 う ご ざ い ま し た 。

11月7～8日に敷地内の草刈りと、2･4号棟の薪ストー　　 加いただき、草刈りや真 原地 区への薪の原木調達、薪

ブ用の薪割りボランティアが行われました。1日目は好天　　 割り作業を行っていただきました。
雨の中を一日中作業し

の中30 人の方にご参加いただき､草刈り班と､薪調達班　　 ていただきお疲れ様でした。

とに分かれ作業を開始、夏の間にはびこった、エノコログ　　　 草刈ではコセンダングサの種で、軍手や衣類をトゲだ

サやコセンダングサなどを刈り取ったり掘り取ったり汗を　　 らけにして働いていただき、大変だったと思いま
す。来年

流していただきました。薪は武 川の清水さんからいただ　　 は雑草の種が成熟しない早い時期に､
草刈りを企画し

けることになり、山の中から人 海戦術で運び出していた　　 た方が良いように思いました。

だきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 薪作り班は2日間で軽トラック9台分の薪を調達するこ

2日目は深夜 から降り始めた雨の中20 人の方にご参　　　とができました。薪の調達に当たっては､｢ あおぞら祭り｣

－11 －
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でも実 行 委員 長をされた 西 谷さんに調 達 先をご紹 介い

ただくなど、大 変お 世話 になりました。また､ 鳥原 の名取さ

んから強力 な薪 割 機をお 借りすることが できました ので

薪 割が 大 変 は かどりまし た。たくさんの薪をご 提 供い た

だいた武 川の清 水さん、真 原 のカフェ｢ か たかご｣ さん有

⑨草刈り前

⑩調達した薪の原木

⑩割られた薪の山

難うございました。これで今シーズンに使う薪は確保でき

たと思います。

毎 回ご協力いただくサントリー白州工場様からは､今

回も14 名の助っ人と、天然水などの差し入れをいただき

ましたこと､感謝いたします。皆さまお疲れ様でした。

⑩ 草刈り後

⑩強力な薪割機

－12 －

⑩薪小屋に積まれた薪
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ロッジ３号棟工事
ロッジ3号棟の工事は11月3日に棟 上げし､現在、屋根

葺き工事や外壁工事を施工中です。20人が利用できる

棟なので外 観も大きいです。

①左から浴室棟､４号棟､3 号棟､2 号棟､１号棟

②屋根葺き工事が始まっています

『あおぞら共和国』ご利用感想

③外壁工事が始まっています

北 沢 さ ん ご 家 族( ８ ～９月: ２ 号 棟 ご 利 用) 東 京 都 在 住

8月30 日から予 定 どおり3泊4 日で 宿 泊 させ て 頂きま　　　 きました。おもしろ自転 車、ゴーカート､森 の散 歩、ちょっと

した 。何も問 題なく、快 適 に使 わせて 頂きました。ありかと　　　 した乗 馬、牛 の乳しぼりなど、のぞみは大 喜 びでした。賢

うございました。

2 号 棟 は、天 井 が 高くてとても気 持 ちよかったで す 。

のぞ み(5) は2 階がとても好きになり、何 度も私とかくれん

ぽをしました。家 内とのぞ みが2 階で遊 んでいると、賢 が

ひとりで急 な階段をよろよろとなんとか登っていき､みんな

でびっくりしました。降りることができないように、階段 の上

に扉 があるのは助 かりました。

二日目は少し足を延 ばして塩 尻 のチロルの森に行って

ー

も少しだけでも楽しいと思ってくれたら嬉しいです 。

三日目は雨だったので、ロッジから車で15 分ほどのとこ

ろにあるリソ ナーレハヶ岳という施設 の室 内プ ールに行

ってみました。波 がくるプールで、賢ものぞ みも楽しそうで

した。温水プ ールで､ 温 かいジャグジーもついていて、体

が冷 える心 配が なくてよかったです 。そ の後 、施設 内 の

ピーマン通りということころを散 策しました。い ず れもビジ

ターでも気 軽に入 れるので、次 回もゆっくり来てみたいと

13 －
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思いました。

管 理 人の 青柳 さんのご 主 人 が、のぞ みを見て｢ ずい

ぶ ん大 きくなったね｣と言っていました。昨 年10月から約1 年

①2号棟で

後ですので、しばらく会っていないと子どもはすぐに大き

くなるのですね。毎日一 緒にいると気 がっ かないもの

です。ありがとうございました。

②リソ ナーレハヶ岳 のピ ーマン 通りで

弘中さんご家族(10 月:４号棟ご利用)千葉県在住

【お 手紙 】

拝啓　 木々が色 づく季 節となりました。　先 日は、あお

ぞら共 和 国を使 わせ てい ただきありがとうございました。

娘 の１歳 の誕 生日の 記 念にゆっくり過ごしたいと思い 利

用させ てい ただきました。4号棟“第1 号" の 宿泊 者という

素 敵なプレゼントをい ただき､こんなにも素 敵な空 間で過

ごせ た事本 当に感謝しております 。

お 部屋 は 木 の香りでリラックスでき暖 炉を囲 みながら

家 族 でたくさん笑って楽しい 時 間を過ごせ ました。夜 は

本 当に星空 がきれいで、どこまでも続く星を見てその美し

さに引き込まれてしまいました。

お風 呂棟 は､ コンセントもすぐ近くにあるので吸引 器も

すぐ使うことができ、何も気 にする事なく家 族でゆっくりお

風 呂 に入ることが 出 来ました。生 れて から､ ゆっくり外 へ

③弘中さんご家族

出る事 ができなかったのでトンボを見 たり、コスモスの香り

を嗅いだり、娘もたくさんの刺 激を受 け楽しい体 験 ができ

たと思います。暖 かくなったら、またぜ ひ利用したい です。

貴重な体 験をさせ ていただき本当に感 謝しております。

まず はお 礼 を申し上 げ たくお 便りい たしました。

敬 具

【Ｅメール 】

先日はあおぞら共 和 国で、楽しい時 間を過ご すことが

できました。本 当にありがとうござい ました。自然 に触 れ、

家 族 みんなで笑 いながら過ごした 事で娘 にはすごく刺

激的 だったようで、成 長にも少し変 化 がでた気 がします!

病 院を出てから、あ んなに笑ったことはなかったので、貴

重な経験をさせて頂きました。暖 かくなったら､また利 用し

たいです。

④４号棟 の前 でお父さん に抱っこ

－14 －

⑤人工呼吸器つけてても大丈夫
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石井さんご家族(10 月:２号棟ご利用)神奈川県在住

薪 ストーブとても暖 かくゆっくり過

ごせ ました。ありがとうございました。(17

日の 秋 のチャリティー･ウォーク終

了 後 に宿 泊を希 望され、ご 家 族5 人

で利用されました。)

⑥石 井さん3 きょうだい

糸岡さんご家族(11 月:２号棟ご利用)神奈川県在住

今年最後の3連休、家族で休息をと尋ねた､あおぞら

共和 国の我 が宿泊棟をみて、びっくり。なんと会社で参

加したＦ汀 チャリティランの寄付によって建てられた天然

の木造。人一 倍の喜びと驚きもって､1泊2日を楽しく過ご

すことができました。

⑧紅葉の森を背景に

⑦糸岡さんご家族

⑨2 号 棟のロフトで

15 －
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尹 欝 謡 あ お ぞ ら 共 和 国

みんなのふるさど 夢”プロジェクト 発足５周年記念
夢つなぐチャリティウォーク２０1６

2011 年７月16 日( 土) 国立 オリンピック記 念 青少年 総 合 センターで｢ みんな のふ るさど 夢 ”

プ ロジェクト｣ 発 足 会 が開 催さ れ てから早５年 。発 足５周年 を記 念し て、難 病ネット事務 局( 水 道

橋) からあ おぞら共 和国 まで 、４回 に分け てチャリティウォークを開 催い たします。

みんな の夢をつ なぐ チャリティウォークに是 非ご 参加ください 。

※参加には事前申し込みが必要です。開催日1 週間前までにお申し込みください。

｢7r11T ●｢
みんなのふるさど 夢”プロジェクト｣の次の５年に向け、

●　　　　　　 人と人とをつなぐ輪をさらに広げるため。

申　 込　先

●

２ ｎ ２０日(
土) ・21 日(

日)

難病 ネ 　ット 事
務 局 一 八

王子　 妁４
５ｋｍ

３ ｎ １２ 日(
土) ・１ ３ 日(

日)

八王子 一
六ｎ　　 約

４６ｋｍ

４ 月 ２ 日(
土.)・3 日(

日)

六月 一 甲府　　
約４８ｋｍ

４ 月 ２３ 日(
土) ・２ ４

日( 日)

甲府 一 あまi
ぞら共和国

約3 ４kｍ

お電話かメ‾
ルにてあ申し

込みく
｀
ださい

電　話　０
３ ’５８４０ ’

５９7 ２

メール　件名を

r夢つなぐ千ヤり子イ
ウォーク20仙

蘇加申し

aoｚorａ＠nanbyonet.
ｏrjp まで

あ送りく､ださい。
・ ・

Ｕ

－16 －
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“あおぞら共 和国”から
2014 年7 月、“あおぞら共和国"のロッジ1号棟の運用

が開始されてから1年8ヶ月が経ちました。その間、同年

の11 月にロッジ2 号棟、12月に浴室棟、翌2015 年10 月に

はロッジ4 号棟の運用を開始しました。また、本年(2016

年)5 月中旬からはロッジ3号棟も運用を開始する予定と

なっています。

初年 度(2014.7 ～2015.3) の宿泊利用者総数は170

人、今年 度の4月から1月末までの宿泊 利用者総数 は633

人となっており、5～6月頃には1,000人を超えるだろう

と予想しております。

ロッジ1･2･4 号棟は定員が各10 名、ロッジ3 号棟は定

員20 名となっていますので、最大50 名の方が同時利用

できることになります。小 規模な家 族 会ならば、サマー

キャンプなど、会の行事を行う事も可能です。今までホテ

ルや旅館などを利用する時に、一般客の目や言動を気

にしながら宿泊し悲しい思いをしたり、旅行など初めか

ロッジ３号棟工事

①左から､４号棟､3号棟

暖冬だった今年の冬も1月下旬から大雪に見舞われ、

“あおぞら共和国"も一面の銀世界になりました。その後

は気温もあまり上からないため､未だにかなり雪が残って

いるようです。

現在3 号棟の工事は内装工事が進められており、外

観としてはほとんど変 わっている様子はありません。４月

の完成をご期待ください。

ら諦めていた方が、誰にも気兼ねしないで利用できる場

所としてご活用いただけたらと思っております。また、難

病や障害を持つ子どもがいるご家 族が、日々の疲れを

癒すための｢レスパイト施設｣としてもご利用いただけた

らと思っております。いただいたご利用感想でも、“あお

ぞら共和国"で過され心身ともにリフレッシュし｢また頑張

ることができる!｣とのお言葉をいただいております。

“あおぞら共和 国”ではロッジが増えた事により、家族

単位で宿泊されている方同士 の交流も始まっておりま

す。現在、難病ネットに登録されている親の会は56 団体

あります。互いに他の親の会や病気のことなどを理解し

あえる良い機会です。同じ病気であれば年齢の違った

方との交 流は、小さい方は将来を考えることができるし、

大きい方からは経験談を伝える事もできます。“あおぞら

共和国"が、に うあってほしい｣と思っていたことが自然

に始まっていることに感激しております。

２ －

②3号棟南側から
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“あおぞら共和国”ご利用感想
ス タ ー ジ ウ ェ ー バ ー 家 族 の 会

(９ 月 ：１･ ２ 号 棟 ご 利 用)　　　　 竹 内 寛志

“あおぞら共 和 国"を利 用させていただきました。スター

ジウェーバー 家 族の 会では、2015 年9 月22 日から23 口の

一 泊で、“あおぞら共和 国" での旅 行会を開催しました。

①1 号棟の前で記念写真

当会は、2013年4月から活動を始めた会で、難治性て

んかんで顔面の赤アザや緑内障も伴うスタージウェー

バー症候群の患者と家 族の会です。当会では、立ち上

げの当時から、｢患者の不意のてんかん発作が心配で、

何年も泊付きの旅行をしたことがない。専 門医が帯同し

てもらえれば、一泊でも旅行ができる。｣との意見があり、

こうした旅行会を行うことを目的の一つとして立ち上げた

のですが、いざ、旅行会を行うとなると、宿泊 費に交通費

と結構な費用がかかることに加え、参加の可否が当日の

病状によることなどから、なかなか参加希望者が集まら

ず、当初は旅行会開催を見送らざるを得ませんでした。

そんな中、“あおぞら共和 国"の宿泊棟が二棟完 成

し、宿泊は無料で費用は食費と交通 費だけで済みます

し、キャンセル料の発 生など面倒なこともないことから、2015

年ぱ あおぞら共和国"を利用させていただいて旅

行会を行う計画を立てました。実 施日は、気 候的にも患

者らの身体的負担が少なく、集まりやすいことからジルバ

ウイークの最後の二日間に一泊で行うこととし、会の世話

人をしていただいている専門医の先生にお願いしたとこ

ろ、お忙しい 中、帯 同していただけることになりました。そ

の上 で参 加者を募ったところ､ 参加 希 望者 は30 名 以上と

なりました。

こうして 参 加 希 望 者 が 大 勢 に

なったの は 嬉し かったの です が。

問 題 は 、この 時 点 で の“あ お ぞら

共 和 国 ”の宿 泊棟 が 定 員 各10 名

の2 棟 で 、宿 泊 棟 に は20 名 までし

か 宿 泊 できないことでし た 。し か

し、せっかくご希 望いただい たのに

参 加 者を絞ることはしたくなかった

ので、難 病 ネットのご了 解を得 た上

で、敷 地 内 にレンタルのテントを張

り、アウトドア派 の 方にはテント泊を

してい ただくことにしました。実 施日

は 両日とも快 晴 で、初 日の 正 午 頃

に近くの｢ 白州･ 尾 白 の森 名 水 公

園 ベルガ｣ に 各自の 車で集 まり、昼

食 をとって、三 々 五 々､“あ お ぞら

共 和 国" に移 動しました。

事 前には、希望 者 は果物 狩りなどすることも考えてい

ましたが、秋 の日はすぐ落ち、日没 後は真っ暗 になるとい

うことで、到 着 後、大 人 たちは全 員 で手 分 けし 、バ ーベ

キューの 食材 の買 い出し、火おこし、テント設 営 に取り掛

かりました。子 供たちは、ロッジ風 で2 階 がロフトになって

いる宿 泊棟 も、その前 のトンボが飛 ぶ敷 地も絶 好の 遊び

場 で、皆 、夢 中 になって遊 んでいました。日が 暮 れる頃、

バーベ キューの 準備 ができ、カレーも作って全 員で 食事

となりました。帯 同していただいた専 門医 の先 生 がアメリ

カ仕 込 みでの技 で焼い ていただいた 肉がびっくりするほ

ど美 味でした。

………j　　谷ぶI　 ……
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子 供たちは、お腹がいっぱいになると宿泊棟に入って

就寝したのですが、大人たちは、初めてお酒が入った状

態で語り合ったため、それぞれの苦労話や情報交換で

話か尽きず、日付が変わっても語り合っている方もおり、

子供たち以上に、大人の方が楽しんでいたかもしれませ

ん。翌朝は、連休最終日で道路混雑が予想されたので、

早めに現地解 散としましたが、カレーやホットケーキの朝

食で大いに盛り上がりました。同じ病気 の子供とその家

族だけで、施設の方すらおらず、どなたにもご迷惑をお

②3 号棟南側から

岩 間 さ ん ご 家 族

(１１月 ：１号 棟 ご 利 用) 東 京 都 在 住

11 月初旬に利用させて頂きました。床暖房と、木のぬ

くもりが心 地よく、そして何より誰にも気兼ねしないでい

い、誰かにすみませんと言わなくていい、心の底から落ち

着けるそんな幸せを感じる1泊でした。

２階のロフトに娘が寝たいと言い出し、でもそうくんが

階段から落ちちゃうから無理よ、と言った瞬間まさかの鍵

付きドアを発見、本当にかゆいところに手が届く、おばあ

川 島 さ ん ご 家 族

(１１月 ：２ 号 棟 ご 利 用) 神 奈 川 県 在 住

その 節 はお 世話 になりました。大変 楽しいひと時を過

ご す 事が 出 来ました。11月の下 旬 に利用させ て頂きまし

た。そ の 際管 理 人 さん、他 の棟 を利 用されていた 方 々(

既 に何 度も利用されていた) に良くして 頂き、大 変お 世

話 になりました。

さて利 用させ て頂き最も感 動した 事 は、薪 ストーブで

す 。初 めての 体 験 でした。用 意 は管 理 人さんが予 め 全

て整 えてくださっていたので、後 からまきを焚 べるだけで

した。その暖 かさはものすごく、雰 囲気もバツグンでした。残

かけしたり気兼ねしたりすることのない環境でのバーベ

キューや宿泊は、予想を上回る解放感があり、参加者全

員が大満足でした。

今年はすでに新しい宿 泊棟も完成しているとのこと

で、さらに大人数での旅行会が可 能になっていますし、

是非、このあおぞら共和国を利用させていただいての旅

行会を当会の恒例の行事とし、会を盛り上げていきたい

と思っております。

③ 皆で楽しい食事会

ちゃんみたいなあったかさを感じました。そして、無理か

と思っていた星は、天窓からまばゆいきらめきを放ってい

るのを窓越しからしっかり感じる事が出来ました。

ここで感じたことを、いつまでもいつまでも忘れずに、

そしてこれからも頑張っていこうとそんな気持ちになった

一日でした。ありがとうございました。

写真は残 念ながらあまりのくつろぎに撮るのを忘 れて

しまいました。

念だった事は、利用当日は曇り空で期待していた星空が見

られなかった事です 。これは次回以 降また利 用させて頂く

時までオアズケです。

また、あおぞら共和 国は、サントリーの工場 まで徒歩で行

けたので、散歩がてら工場見 学も出来、有意義でした。近く

の道 の駅には、美味しい水 が自由に汲めたり、現地で取れ

た野 菜が沢 山販売されていたり、そこで作ったオヤキやオ

コワが美 味しそうでした。次 回は、シャトレーゼの工場や、近

くの美術館を見学したいと、今から想いを巡らしています。

これからもよろしくお 願いします。

－ ４－
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関 口 さ ん ご 家 族

(１２ 月 ：２ 号 棟 ご 利 用) 神 奈 川 県 在 住

わたしの4 歳 の息 子は 大田 原症 候 群でい わゆる重 度

心身 障害 児 です 。移 動 はバギー、てんか ん発作 もあり、

食 事 はチューブ から栄 養 剤を入 れます 。周りの目や 設

備 面 からなかな か家 族 で旅 行 に行く場 所 がありませ ん

でした。

息子 の掛 かりつけ医 の小口 先 生よりあ おぞら共 和 国

をお勧 めいただき、利 用させていただくようになりました。

家族で、闘病 仲 間と、通 園の友 達と、いろいろな仲 間と季

節にたくさんの思い出を作らせてい ただい ています 。

夏 休 みには3 泊して家 族 で暮らすように白州 の自然を

楽しませ ていただきました。秋 には 闘病 仲 間の 親子3 組 、

ママと子 供 達 だけで気 兼 ねなく語り合い 病 気 に立ち向

かう英 気を養いました。きょうだい 児 達も大 はしゃぎで広

いお 風 呂に 入ったり一 緒に 鍋をつつきました。冬 には通

園の友 達と隣の棟 になり満点 の 星空を眺めたり、暖 炉 に

①４号棟の前で記念写真､右端は管理人の青柳さん

③ 参加の子ども達

あ たりなが ら語り合

いました。

木 のぬくもりが優

しい ロッジ は広 さも

十分 で、肢体 不 自由

の 息 子 もゆったりく

つろげ ます 。設 備 も

充 実しており申し 分

ありませ ん。こ のよう

な素 晴らしい施 設を

提 供し てくださり、

本 当 に感 謝して い

ます。

病 児を抱えていると宿泊を伴う外出はなかなかでき

ません。ぜひ多くのみなさんがあおぞら共和国で楽しい

時間を過ごし、たくさんの思い出を作ることをお勧めいた

します。

② サントリー白州工場見学

④ みんな友達です

－ ５－
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吉 竹 さ ん ご 家 族

(１２ 月 ：２ 号 棟 ご 利 用) 東 京 都 在 住

あお ぞら共 和 国を使 わせていただきありがとうござい

ました。４日間満 喫しました。和 知さんと一 緒だったので

夜 は 飲 み 会したり、昼 間 は広 い 敷 地 で、み んなで サッ

カーしたりシャボン玉をしたり存分 に楽しむことが できまし

た。和 知さんと同じ日程 で中 野さんという小 口先 生 の 紹

介でいらっしゃった方 がい て、その方 のお 子さんたちと入

り乱 れて遊 んだので、誰 がうちの子 か わからなくなる感じ

でした。隼 人は和 知ママとふたごちゃんと仲 良くアンパン

マンＤＶＤやらアンパンマンおもちゃで遊 び、白馬くんと中

野さんの 二男君 はパパ達とサッカー、という調子 で。(笑)　

中 野さんとは初対 面でしたが、障害 児育 児という共通

話 題 があるとすぐ仲良くなり、遅くまで 飲 んでしゃべって

中 野 さ ん ご 家 族

(８月 ：２号 棟 １２月 ：４号 棟 ご 利 用)

神 奈 川 県 在 住

昨年8 月に、初めてあおぞら共和国を1泊で利用させ

ていただきました。私たちが主催している重症心身障が

い児家族の会フレンドシップの夏のキャンプの下見のつ

もりが…。下見そっちのけで大変満喫しました。

2 号棟のお部屋に入ったとたん、木の香りと温もりに包

まれ、友哉(ともや12 歳･重心) は和室に横になるとスヤ

スヤ気持ちよく昼寝を始めました。私たちも、日常をしば

し忘 れて、素敵な別荘を持ったような気持ちで、時の流

れのままにゆったりと過ごさせていただきました。時計が

ない生活。とても貴重な時間でした!

お風呂棟では、広いお風呂に家 族水入らずで、のん

びり入りました。次男嗣哉(つぐや7 歳)は、途中に寄った｢

道の駅白州｣ で、小川の蛙を捕ったりして楽しみ、あお

ぞら共和国の思い出を絵日記に残していました。道の駅

では新鮮な地元の野菜やパン、自由に汲むことができる

白州の 天然水など、おいしい 食材とお水に出会えるの

で、必ず寄りたい場所になりました。

また、歩いても行けるシャトレーゼの工場でのアイスク

リームの無料試食は、我 が家のパパ一 番のお気に入り

です(Ａ４ ．サントリーエ場もおすすめのスポットです。

次回はもっとゆっくり過ごしたいね～ということで、1年　

－

楽しかったです。あおぞら共和国もキャンプと同じような

効果というか、癒しがあるなあと思いました。

薪ストーブは2 歳の隼人がいても全然問題ありません

でした。薪ストーブの面白さと奥深さにはまり、最初に到

着したとき以外エアコン使わず過ごしました。ゆらゆら揺

れる炎を見ていただけで、行った甲斐がありました。

浴室棟は入りたかったのですが、やはり冬はあそこま

での行き帰りが寒くて、中野さんちだけが使っていたよう

で す。素 敵 なロッジを今 回

も使 わせ てい ただき本 当

にありがとうございました。

今 年もどうぞ よろしくお 願

い 申し 上げます。

4号棟の薪ストーブの前で

の疲 れを癒しに、昨 年 末2 度目のあおぞら共和 国 へ 行っ

て 来ました。暖 炉 の火を見ながらゆったり本を読 んで 過

ごす のが夢 でしたが、早 速夢 が叶いました!

そして今 回は車で30 分 程 のところにある、スキー場 や

アウトレットにも寄りました。ママはたくさんある温泉 にも

行きた かったのです が 、そ れは次 回のお 楽しみというこ

とで…。でも一 番良 かったのは、結 局一 番近くにあったヶ

ルン珈 琲でした。

また、同じ時 期 に泊 まってい た他 のご 家 族とも楽しい

交 流 ができ、パパママたちは夜 会、子どもたちは一 緒 に

サッカーをしたりと、とてもよい出 会い の場 になりました。

また次 回、あお ぞら共和 国 に行ける日を楽し みにして

います!

６ －
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和 知 さ ん ご 家 族

(１２ 月 ： １号 棟 ご 利 用)ﾈ 申奈 川 県 在 住

和 知 恵子 、白 馬( 小6) 、冬 馬･ 来 馬( 小1 、ダウン 症)　2015

年12 月28 日から4 日間、あおぞら共 和 国を利 用

させ ていただきました。５回目の利 用 です 。１回目は山 梨

放 送 の取 材、２回目は薪 割りと雪 遊 び、３回目は友 達 家

族と一 緒にベルガで水 遊び、４回目は友 達家 族と一 緒に

水 遊び や吉竹さん･青柳さんご家 族と一 緒に…と回を重

ねるごとに楽しみが増えていきました。

今 回は、年末 だから誰もいない のでは…と思いを抱い

て出 発。夕方 の 到 着 にもか か わらず 、いつものように 青

柳さんが、温 かく迎えて下さり入 国しました。2号 棟には、

前 回も一 緒だった吉 竹さんご家 族、4号 棟 には初 めてご

一 緒 する中 野さんご 家 族 が 滞 在していました 。｢け い

ちゃん、夜 みんなと飲 むの?｣ と白馬に問 われ｢ うん!｣と張

り切って答えたら｢ やっぱりね( 笑)｣ と、子どもながら母 の

事をよく理 解してくれて助 かります 。

今 回 の目的 はスキー。最近 、自分 探しを始 めた 白馬

が、一 人でも大 丈夫 だから行きたいと、強く望 んでい たの

で、だったら母はやるしかない!と気合 を入 れました。双 子

を一 人で 見るにはかなりの気 合 が必 要です 。

富 士 見 パノラマスキー場( ふじぱら)は、あお ぞら共和

国 から車で30 分弱 なのでとても行きやすく、一 緒 に

① ゴンドラに乗って頂上 へ（来 馬くん､ 白 馬くん､ 冬 馬くん）

②ふじぱら頂上付近

滑ったことがあるゲレンデなので、一人でも大丈夫だろう

と息子を信じて出発しました。冬馬と来馬はソリや遊具

で遊び、白馬は一人スキーを無事に終え、それぞれ楽し

んだ後、みんなでゴンドラに乗り頂上まで行きました。

③ ゲレンデの白馬くん

初 めて のゴンドラに、冬 馬 はワクワク、来馬 はドキドキして

い ましたが 、雪 山 ハイキング気 分を少し だけ 味 わい 、何

事もなく降りてくることができました。

夜 は、吉 竹さんと中 野さんに声をかけて、プチ 忘 年 会

を開きました。少し手 が か かる同じ 年 の子 どもがい て、

ゆっくり飲 んで 話 すなんて 普段 はなか なか 出 来ない け

れども、この場所 なら出 来る事 。病 気 の事、学校 の事 、自

分たちの事、中 野さんが 活動されている事など話がつき

ませ んでした。なかでも車椅 子スキーツアーは、スキー好

きの私 にとってとても魅力 的なお 話でした。

７ －
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翌日は、子ども達を交えて、サッカー組とアンパンマン

組にわかれて､楽しい時 間を過ごしました。吉竹さんを

見送り、ケリーさんご家族が到着されてご挨拶しました。

とてもかっこいいダウン症のお兄さん。パパとスキーへ行

くと聞き、いろんなお話を聞いてみたいと思い、夜のお誘

いをしました。

年末は、道の駅白州とサントリー蒸留 所も休業 のた

め、午後は姉を迎えてアウトレッドへお買い物に行きまし

た。子ども達の冬服も安く購入できて大満足。今回の予

定をすべて終えて夕飯後、ケリーさんご夫婦とお兄ちゃ

んに うた君) が、遊びに来てくれました。以前から、子ど

も達が大人になり、3人と乾杯することを夢 見ている私と

姉は、二十歳になった幸太君にお願いして､ビールで乾

杯しました。子ども達と乾杯しているようで、とても嬉し

かった。ケリーさんから、今までどのよう

な環 境で育 ててきたか、どのように育っ

てきた か、スキーやスペシャルオリンピッ

クス、今 活 動している事 など、沢 山 のお

話しを聴くことができて､ 新 たな目標 が

できました。

今
菊 池 さ ん ご 家 族

(２ 月: ４号 棟 ご 利 用) 東 京 都 在 住

寒い日が続いておりますが、皆さまお変わりございま

せ んでしょうか。2月初めの週末を利用して、4号棟を利

用させて頂きました。

①あおぞら共和国の入りロゲートで

いつも気持ちよく過ごせるように、清潔に保ってくださ

る青柳さんご家 族や難病ネットの皆さまに感謝の気持ち

を抱きながら帰路に就きました。今回も、行動力のある素

晴らしいご家 族とのご縁をつなげていただきました。私

は心の充電ができる、白馬はそのままでいられる、冬馬と

来馬 は…まだ話すことができないのでわかりませ んが｢

自分の家｣ のように過ごせる、我が家に大切な時間をく

れる“あおぞら共和国"、また｢ただいまー｣と、里帰りさ

せていただきます。本当にありがとうございました。

④ 和知さん､中野さん､ケリーさん家族

初めての共 和 国。親 子で、とてもワクワクしました♪　ド

アを開けてみると、｢わあ～、暖炉!｣ 思わず、声を上 げてい

ました。管理 人の青柳さんが、丁寧に使い方を説明してく

れましたよ。２階 には、ロフトがあり、子ども達 は大 はしゃぎ

でした。自分のDS で、部屋の説 明動画を作っていました。

－ ８－

お 食事 は、ロッジで自炊 が出

来ました。眸臓 疾患 の娘 がいる

ので、とても助 かりました。近 所

のセブイレブンでお 米を買って、

山梨 産の、炊き立てのご飯を頂

きました。何 よりのごちそうです。

棟 の内のお風呂も広くて、時 間

を忘 れて長湯しました。

夜 の星 空 は、言葉 では表 現

できないほど、素晴らしいもので

した 。星って、あ んなにまぶしく

光っているので すね。手を伸ば

す と届くんじゃない か、そ んな
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⑩

⑩

⑩
轡　

言

② 食卓を囲んで

気 がしました 。そ の風 景を 眺 めな がら、自分 の心 が 澄

んでいくのが 分 かりまし た。

２日目は 、富 士 見 高 原 スキ ー場 に 行って みまし た。

あれっ? スノーボーダーが居ない? このスキー場 はスノー

ボードの滑走 はできない け イター営業 時 のみ滑走 可) と

のことです 。また、インストラクターのサポート付きでハン

ディキャップのある方もスキーを楽しんでいました。素敵な

光 景でした。

あっという間の2 日間汀また来たい ね! また来たい～｣ 。

子ども達は、何 度も繰り返していました。次の機 会を楽しみ

に､ また明日から、子どもの健康管 理に努めようと思います。

融

陽竃] 千

③2 階のロフトで

④ 富士見高原スキー場で

－ ９
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みんなのふるさど 夢”プロジェクト 発足５周年記念
夢つなぐチャリティウォーク２０1６

2011 年７月16 日(土) 国立オリンピック記念青少年総合センターで｢ みんなのふるさど 夢”プロジェクト｣発足

会が開催されてから早５年。発足５周年を記念して、難病ネット事務局( 水道橋)からあおぞら共和国まで､４回に分

けてチャリティウォークを開催いたします。みんなの夢をつなぐチャリティウォークに是非ご参加ください。

※参加には事前申し込みが必要です｡開催日1週間前までにお申し込みください。

･●?r!7T ●｢ みんなのふるさど‘夢"プロジェクト｣ の次の５年に向け 人ヽと人とをつなぐ輪をさらに広げるため．

14 －

期 日‘ 場 所

申

２ ｎ２０日( 土)・21 日(日)

難病ネ
　ット

事務局 一 八
王子

(23 名が蘇加して終了)

３ ｎ１２日( 土)
・１３日(日)

八王
・一一 六ｎ　　 約４６ｋ

ｍ
yｘ工‘：「　　　 ｆ- ●-

４ ｎ ２ 日(
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日)
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４ ｋ ｍ

込　 先　
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才言謡 あおぞら共和国 計

ロッジ３号棟・外周路( 一部) が完成しました。
｢Ｔ００ＴＨ ＦＡＩＲＹ(日本歯科医師会)｣と｢日本財団｣　　 ております。本稿執筆時ではまだ行われておりませんの

からのご寄附によるロッジ3 号棟及び外周路(駐 車場か　　 で、贈呈式の様子は次号で報告をさせていただきます。

ら浴室棟まで)が完 成し、27年度中に工事完了検査及　　 また、3号棟には4 号棟同様、日本TV24 時 間テレビ様か

び引き渡しが行われました。4月21 日(木)に3 号棟の建　　 ら、太陽光発電･蓄電システムを寄贈いただきましたの

物及び外周路と、三和シヤッターエ業株式会社様から　　 で、贈 呈式を4 月24 日(日)に執り行う予定にしておりま

ご寄贈いただきましたスライディングウォール(部屋と部　　 す。こちらの様子も次号にてご報告させていただきます。

屋の可動式 の間仕切り)の竣工式を執り行うこととなっ

①ロッジ3 号棟 外観

④ 階段 踊り場 にある 談話 スペー ス。

‐９
ゑ

謳

禦

一
万

匹

こ

に
　

Ｉ

Ｉ
Ｊ

ｌ

。’

卜
劈涙
″り
か
卜
次か
貳
家
系
’・

⑦居室( 洋 室 と 和 室)を仕切る スライディング

ウォール(可 動式 間仕切り壁) 。

絃

②欄間部分(ステンドグラスが入る予定です)。　③居 間の中 央に設 置された暖 炉。

⑤トイレ､ お 風呂等 に続く廊下 。

獣
J
　

'
･
9
　
4 ⑨障 害者 用トイレ。

－

⑥和室 。

⑩ 外周 路。

13 －
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夢 つ な ぐ チ ャ リ テ ィ ウ ォ ー ク 第 ２ 行 程 、 第 ３ 行 程 報 告

前号では第1 行程のご報告をさせていただきました　　 た。途中、恒川さんご夫妻からバナナの差し入れをいた

が、『みんなのふるさど 夢"プロジェクト』の発足5 周年を　　 だき、エネルギーをチャージしたと
ころで1日目の難関､小

記念し、難病ネットワーク事務局(水道橋)から“あおぞら　　 仏峠を目指します。バスの終点を過ぎた辺りから舗 装さ

共和国"までの170km を4 行程に分けて歩く、『夢つなぐ　　 れていない山道へと入っていきます。足場の悪い山道を

チャリティウォフク』を開催しています。

第1 行程(2月20日(土)21日(日))に引き続き、3月12

日(土)13日(日)の二日間で、八王子駅から大月駅まで

の約48km のウォークが開催され、延べ23名が参加し、

事故もなく目的地の大月駅まで歩きました。

朝9時に八王子駅に集合し、記念撮影を済まし、早々

に出発。前回に引き続き下河辺ﾌｧﾐﾘｰ と、今 回初めて

参加する吉竹ﾌｧﾐﾘｰ が、朝から一緒に歩いてくれまし

①第2 行程､出発!

登っていき、1時 間ほどで小 仏 峠に到 着。八 王子 市 街 地

を眺 め､ 記 念 写 真を撮り相 模 湖 方 面 へ 。急 な山 道を下

り、国 道20 号線 へ 出てひたすら歩き、ちょうど17 時 、１日目

の目的 地、藤野 駅へ 到 着しました。そこで解 散し、2日間と

も参加 する男性6 名で陣屋 温 泉に泊まりました。みんなで

檜 風呂に 入り､地元 の手 作りの料 理を食べながら疲 れを

癒しました。お 風 呂の 間も、食 事 の時も話 が尽きず 、部 屋

に集まり､身 体 は疲 れてい るはず なのに夜 が更 けていく

のも忘 れ、生 命 倫 理 につい てや終 末 期 医療 についてな

ど、真 剣 に語り合っていました。

② 恒川さんご 夫妻 からバ ナナの 差し入 れ。　③ 小 仏 峠 にて 。

● ● ● ● ● ●

2日目、前 回も参加してくれた辻ファミリーが参 加してく

れました。予 報で は雨とのことでしたが、何とか 持ちこた

えてくれて薄 曇りの寒い 朝となりました。朝9 時に藤 野 駅

に集 合し、出発します が、ちょこちょこ休 んではお 菓子を

食 べ たり酒 まんじゅうを食 べたり、一 向 に前 に進 みませ

ん。お昼を食 べ 終わりペースアップして先を急ぎます 。途

中の談 合坂 サービスエリアで、東京 平 成ライオンズクラブ

④第2 行程２日目 。 ⑤ みんなで歩 きます 。

－

の方 が 合 流し､ 塩 飴 の 差し入 れをいただきました。今 回

は、アップダウンがあり、な かな か歩 き応えがありまし た

が、見 晴らしが良いところもあったり、樹 々に囲まれたとこ

ろもあったりと、歩い てい てとても気 持ちの良いコースで

した。2日目は約26km と、長い 距 離でしたが、みんな無 事

に目的 地 の大月駅に到 着しました。

14 －

⑥JR 大月駅に到着。
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第3 行程は4月2日(土)3 日(日)に行われ、JR大月駅 か

らJR 甲府駅までの48km を歩きました。2日(土)の朝9時45

分にJR 大月駅に集合したのは13 名、写真撮影をし、

早速歩き始めます。この日は朝から霧雨が降る生憎の

天気。笹子峠越えを前に不安な気持ちになります。『夢

つなぐチャリティウォーク』の最大の難関、笹子峠を越え

ます。木立の中を縫って歩き、道なき道を峠目指して進み

⑦第3行程､出発!

ます 。途中 、沢 に架 かる木 の橋を渡ったり、急 な坂を、木

を掴 んで上ったり、険しい道 のりです。やっとの思い で峠

頂 上にある笹 子 隨道 に到 着。峠 を甲 府 側へ 下り１日目の

ゴ ールJR 甲斐 大和 駅 へ 。そ の日は、塩 山 温 泉 の中 村屋

という宿 に泊 まりまし た。しっとりとしたお 湯 の温 泉と、満

開でとてもきれいに咲 いてい た玄 関 先 の桜 が疲 れを癒

してくれました。

⑧矢 立 の過ぎの 前で記 念 撮影。

⑨道なき道を歩きます。　　　　　　　⑩登録有形文化財､笹子燧道に到着。　　　　　　　⑥笹子燧道を通らず､峠越えをした健脚組。

２日目、JR甲 斐 大 和 駅を8 時30 分 に出 発し、22km 先　　 と甲 府盆 地 では、ほ ぽ満 開でした。きれいな桜 を見 なが

にあるJR 甲 府 駅 を目指します 。スタート後 ほどなくして　　 ら歩 きます 。この日、ウォーキングコースの 笛吹 市で は、

合 流した辻 ファミリーを合 わせ て16 人 。甲斐 大 和 から　　｢ 第12 回笛 吹 市 桃 の里 マラソン｣ が 行 われていました。

甲 府まで は、ほぼ 下り基 調。みんなの足 取 りも軽く見 え　　 途 中、｢奥 藤｣ というそ ば屋さんで遅 い昼 食をとり、JR甲

ます 。東 京で は2 、3分咲 きだった桜も、笹 子 峠を越 える　　 府 駅 へ 無 事にゴールしました。

－15 －
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⑩宿泊組､出発!

⑩楽しくお喋りしながらウォーキング。

｢夢 つなぐチャリティウォーク｣ にご 参加 い ただき

まし たみなさま、ありがとうご ざいました。第4 行 程 、JR

甲府 駅 から最 終ゴ ー ルの“あ おぞ ら共 和 国" ま

では、次 号 にてご 報 告い たします。

⑩第3行程2日目､スタート!

⑩ＪＲ甲 府 駅 に到 着 。

－16 －

⑩ 桜が満 開で す。
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⑩
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⑩

宮 崎 さ ん ご 家 族( ３ 月 ：４ 号 棟 ご 利 用)ﾈ 申奈 川 県 在 住

3 月18 日から4 号 棟 を使 用させ ていただきました。友 人 一家と利

用 予 定で申し込 みさせていただいていましたが、友 人一家は行けなく

なってしまい我が家だけで宿泊致しました。

4号棟 、とても広くて特にまだ座位 の取 れない 次男 が広い 和室で自

由に寝返りして探索活動をしていて楽しそうでした。薪ストーブの暖か

さも朝 の寒さを和らげ てくれてとても過ごしやすかったです。長男はも

朝の寒さを和らげる 暖かい 薪 ストーブ 。

ちろん大 はしゃぎで帰るときは淋

しいと大 泣きでした。

お 天気も19 日の夜中から朝ま

では土砂 降りでしたが、あとは気

持ちよく晴れて森林浴をしたりたく

さん遊びました。

また、手術 が 終 わって体 調 が

落ち着い たら遊びに行きたいと

思っています。

ありがとうございました。

気持ちよく晴れ て森林 浴も。
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あおぞら共和国 。

あおぞら 共 和 国 ロッジ３号棟 の

竣 工 式＆スライディングウォー ル

(可動式間仕切り壁)贈呈式が執り行われました。

山梨県北杜 市自州町に建設中の“あおぞら共和国"

で、第3 号ロッジが完成し、その竣工式が2016 年4 月21

日(木)に現地で行われました。

熊本での震災もあり､式典はこぢんまりとした式典とな

りましたが、助成いただいた日本財団から佐藤常 務理

事、山梨県 歯科医師会の井出会長が雨の中出席され、

温 かいご挨拶 をい ただきました。また、スライディング

ウォール(可動式 間仕切り壁)を寄贈いただいた三和シ

ヤッターエ業株式 会社の村井部長からもご挨拶を頂戴

しました。

が
第3 号ロッジはこれまでのロッジの中では最も大型 で、

建坪 は50 坪、20 名 が宿 泊できます 。

これで宿 泊可 能なロッジは、1号 棟、2号 棟、4号 棟、そ

して今 回のロッジ3 号棟となり合 計50 名 が宿 泊できるよう

になりました。すでに患 者団体で夏 のキャンプを実施す べ

く申し込 みも届いており、ます ます利用しやすくなります。

今年 は敷 地 内 に芝 を敷 設 するほか、野 外 ステー ジを

建設 する予 定です。周 回路(Ｔ００ＴＨ ＦＡＩＲＹ Ｒｏａｄ･

トゥースフェアリーロード)も一 部 は完 成しており、ロッジの

そばまで車で行けるようになりました。

k･　　..i-:･　　

-.ﾉ.I ラ
ブ ムjjjJ･ 七jj;

バ ン プで,.……こl゙ 7-:T:ご…… …

｡・ 臨４４ふ ふ よ づ半白聯 聯 立 ＼/1j万万=
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ﾚ スパイト懸超う ちそら共 和国'‘ロッジ３号 棟 竣工式

並びに スライディングウォール 贈 呈式

一般社団法人 山梨県歯科医師会 会長井出 公一様より ご挨拶いただくO

三和シヤッターエ業株式会社　事業戦略本部　営業推進部 部長

村井 丈夫様よりご挨拶いただく。

Tｏｏth Fairｙ ロード(外 周路) 。

公益財団法人 日本財団 常務理事 佐藤 英夫様よりご挨拶いただく。

公益財団法人日本財団 常務理事 佐藤 英夫様(左)と

一般社団法人 山梨県歯科医師会 会長　井出 公一様に

スポンサープレートを取り付けていただく。

3 号 棟に入ってい るステンドグラ ス。

－11 －
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夢つなぐチャリティウォーク２０１６ 第４行程(最終回)報告。

2016 年4 月23 日(土)～24日(日)で｢夢つなぐチャリテ　　　て宿泊、翌朝再び道の駅へ 移動して、白州までの約10

イウォーク｣の第4 行程( 最終回) が行われ、ついにあお　　km を歩き始めました。車いすの参加者は3名となり、みん

ぞら共和国に到着しました。

これで、“あおぞら共和国"のチャリティを目的に束京

水道橋から白州の“あおぞら共和国"までの170km を

踏破するチャリティウォークが24 日、終着しました。水道

橋から自州への参加者は50 名を超えました。

最終回の初日(23 日土曜日)は晴 天の中、甲府駅を、

車いすを含め約20 名で9:30 に出発し、甲州街 道を新

道､旧道を行き来しながら白州へ向かいました。途中か

らの参加も加わりこの日は武川村の道の駅までの約27km

を歩き､この後ピストンで“あおぞら共和国"に移動し

甲府 駅前 に集合し､ いざ出 発!

なで一緒に引っ張りながら白州へ向かい、先頭は13時過

ぎに到着しました。

170km 完歩は畑秀二さん、下河辺英司さん、日比美

樹さんの3名で、仁志田総支配人から賞状を贈呈されま

した。

皆さんのご支援に感謝申し上げます。

12 －
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途 中､ 富士 山を眺 めながら昼 食

１日目 歩い た後､ あお ぞら共 和 国ロッジ3 号棟 に宿泊 。

東京から168km!

みんなで 歩きます 。

２日目､ 武 川の 町の駅 からあおぞら共和 国を目指して 歩きます 。

170km 完歩者の畑秀二さん(手前右)、

下河辺英司さん(手前中)、日比美樹さん(手前左)

13 －
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太陽光エコシステム贈呈式が執り行われました。
夢 つなぐチャリティウォークの最 終日(4 月24

日 日曜 剛 に、公益 社団 法 人24 時 間テレビチャ

リティー委 員会 様よりご寄 贈いただいた太 陽光

発 電システムの贈 呈 式 が 行 われまし た。大 規

模な太 陽光 発電･蓄 電システムが完 成し、再 生

エ ネルギーを主体 とす るあおぞら共 和 国の 環

境 設備 が 整ってきています。このシステムで 年

間およそ5トンのＣＯ２が削 減されます。

ご 支援い ただき、誠にありがとうございます。

公 益 社団 法 人２４時 間 テレビチャリティー

委員会 様の ゲストを 囲んで 記念 撮影 。 .渉 尽 ７ぶや ，＼
…
…ふこ し: 二f

ｒ7 …
…
…

宿泊利用者延べ1,０００名達成記念セレモニー 報告。
“あおぞら共和 国"ロッジ1 号棟が利用を開始したの

が2014 年7 月。ロッジ2号棟が2014 年10 月、ロッジ4 号

棟が2015 年10 月より、それぞれ利用を開始しました。

宿泊利用が始まって約2 年、ついに延べ宿泊利用者1,000

人を達成することができました。

2016 年6月4日(土)～5日(日)で利用いただいた神奈川

県からお越しの渡辺さんご一家が1,000 人目の利用者と

なりました。樹(たつき)くん(4 歳･両大血管右室起始症)と

蒼葉ちゃん(8 歳)のきょうだい、従姉妹の湊佑くん(3 歳)と

それぞれのご両親の7名でご利用いただきました。

祝･ 述 べ宿 泊利 用１,０００人 達 成!

セレモニ ーでは3 人の子 どもたちにくす 玉を割っても

らったあと、仁志 田総 支 配 人より花束とプレゼントが 手渡

され、子どもたちはとても喜 んでい ました。ご両 親 は突然

のサプライズに驚きながら、カメラのシャッターを何 度も押

していました。

子 どもたちは早 速ロッジに入り、樹くんの周りを走りま

わったり、また階段 を上ったり下ったりして、大 いにはしゃ

いでいました。

6月よりロッジ3 号 棟 が 利用 開始となり､ますます 利 用

者が 増えることと思います。

仁志田 総支 配人より花 束贈 呈。

－14 －
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かねてより申請をしていましだ あおぞら共和国"の名称が

商標登録され､商標登録証が届きました。これからは名称

の後にＲマークを付けることができます。

り
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１１日 の 参加 者

Ｕ字溝掃除･草刈り

塵

初夏の草刈・薪割りボランティア報告
恒例 の初夏の草刈・薪割ボランティア（6月11日12日実施）　　 サントリー白州工場様や地元の皆様、あおぞら会の皆様など大

には、大勢の皆様のご参加をいただき､大変ありがとうござい　　　 勢の方々にご参加いただきましたこと感謝いたします。

ました。1m は29 人､12 日は22 人、梅 雨入りしたばかりでした

が好天に恵まれ暑い最中の作業お疲れ様でした。

前回までの草刈りで､セイヨウヤマゴボウやクズなどは徹底的

に掘り取ってきたので場 内では少なくなってきたのですが、ヒメ

ジョオンや､東側の手付かずの場所ではフジやキイチゴが勢力

を伸ばし､毎年いたちごっこの作業になりそうです。また敷地内

のｕ字溝内に溜った枯葉なども掃除できました。今回もお隣の

薪の調達や薪割も順調に進みました。薪となる原木や薪割機

のご提供など地元の皆様にはいつも協力有難うございます。

サントリー様からは天然水など飲み物を差し入れていただ

きました。いつも有難うございます。また、神奈川の稲場様から

は多 数の草刈り道具をご寄贈いただきました。２日間作業にご

参加の皆様お疲れ様でした。大変有難うございました。

草刈り後

－11 －
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薪 作り 強力 な 薪 割 機と 薪 の 山

３号棟・４号棟にスロープができました。
梅 雨明け 間近 の7 月21 ～24 日、　 〆β『

畑 秀二 さんを中心に甲府一高ＯＢ

の方々など6 人の団塊の世代が集

まり3･4号棟 のスロープ作りを行い

ました。今までは仮設 のスロープで

ご不便をお掛けしましたが､これか

らは不 便 なくテラスへ の出入りが　　　 、

できるようになりました。猛暑 の中、　　　 、

作業 に携 わっていただき有 難うごFF

ざいました。　　　　　　　　　　　　　　Fこ「

4号棟スロープ

3号棟スロープ

⑤
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屋宜さん家族(８月:２号棟ご利用)東京都在住

●

●

念願のあおぞら共和国に､家 族、親戚と一緒に宿 泊

させて頂きました。

檜 の香りのする清 潔なロッジに､ 到着 するや、皆で

キャーキャー言いながらロッジ内を見学しました。

10 才になる娘 は､肢体不自由で車イス生活を余儀な

くされ､毎 回､宿泊施設を探す事に苦労していました。ま

た、宿泊が出来ても､大抵､ 段差や設備の不備で､大き

なお風呂に入る事を断念せざる負えませんでした。

あおぞら共和国では、ロッジまで車で行く事ができ、ま

た､玄関までスロープがある為､ 車イスごと室内に入る事

が出来ました。入浴施設にも、お風呂マットや､着替え用

円

川

.･ ・｜

参

のベッドがあり、安心してお風呂に入 れる事が出来、庫い

ところに手が届く施設になっていると､感激しました。

敷地は自然に溢 れ、トンボを追いかけたり、虫を探し

たり子 供達も大 喜び。大 人も童心 に帰 れるような、温

かな空 間でした。

今 回は一泊の滞在でしたが､ 次回は是非､お友達や、

娘と同じ病を持つ家族の交流の場として利用出来たら

良いなと思いました。

このような施設を提 供して下さった方々にも感謝の

気持ちでいっぱいです。今後もたくさんの方々に利用し

て頂けたら嬉しく思います。

13 －
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j=Sはようございます｡あ
陰様で､白州 の２泊３日

のキャンプ は無事に終
了いたしました。

有難うございます｡木の
香も高く、素足に気持

ち良いつく11 マ･した｡た
だ､成年当事老には、

少々食器棚が高す老’
マ､鍋・食器の出し入れが

六変でした｡階段も少
々段差があ11､ もう少

し低いと足にハッディの
あ‘Ｓ子供にも､上り下11

が楽だと思います｡方
々にト イレがあるの

で､そ れも我慢せずにいけマ､好評 マヽした。

なんとい つても、彼
方此方見学しなくても、

ホー/しでゴロと横にな11
通11 過ぎ る風に:吹

カヽれながら､E ］がな－E ］
‥ ‥･ 昼寝と本を読 んで

過ごしたくな11 ました｡
周囲に気 兼ねす

ることもなく､大きな
声も出せマ､珍しい虫に

もあえマ ‥

本当に命の洗濯をさせて
ぃただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　XS

。

管理さ れマい３ 青柳さ
んのご夫婦にも鏡切に

しマいただ老､感謝して　　　　
’Ｖ

６ｊ’｝

おります。青年だち から
も､ぜひ利用させて頂

きたいと､リクエ スト ガ　　　　

（こ 尹
’ヽ

あ11 ました｡刳 麦とも
よろしくまi願いいたし

ます.　　　　　　IS t14
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『あ お ぞ ら 共 和 国 』

秋の草刈り・薪作りボランティア参加者募集

６月の初夏の草刈りには､ 大勢の皆様のご参加をいただき､ 大変ありがとうございました。昨年の草刈り時期は

１１月でしたので､ すでに雑草の種が実った後だったため今年は実施時期を早めました。また､新たに隣接地も

難病ネットが使用できることになりましたので､ 草刈り､薪作りのほか､隣接地の林内整備などもできればと思って

います。今回も皆様のご協力よろしくお願いいたします。

･･期

●場

●･作

● 道

日

所

業

具

･･集　　合

●費　　用･･

昼　　食

・申込締切
・申 込 先

･･宿　　　泊

・ 申 込 み時

記 入 事 項

記

１０月１日( 土)ＩＯ：ＯＯ ～　１６：００

１０月２日( 日) ９：○○　～　１５：００

(※どちらか1 日でも可､ 途中参加可､ 小雨決行)

『あお ぞら共 和 国』 現 地

山 梨 県 北杜 市白 州 町 鳥 原 字 向 林２９１３－１４

草 刈り、薪 作り、場 内整 備 、隣接 地 林 内 整 備など

作 業 用 手 袋 、作 業 服 、作 業 靴 、雨 具

(※ヤマウルシ､ 虫刺され予防のため長袖着用をお勧めします｡)

シャベル､ 草刈り鎌､ エンジンチェーンソーなどお持ちいただける方は、
ご持参ください。

現地集 合、車かＪＲ小淵沢 駅よりタクシーを利用下さい( 約Io 分)。

ボランティア保険代(３００円 当日徴収します。　※未 加入者のみ)

(※加入手続きは難病ネットで一括して行います。)
お弁当をご持参下さい。

希望者には近< の｢名水そぱ｣を予約します。要事前申込み(そば十天ぷら1,２００円)

９月２６日(月) ※９月２７日(火)にボラ保険の加入手続きをします。

Ｅ-mail : ａｏｚｏrａ＠ｎａｎｂｙｏｎｅt.０｢｡｣ｐ(メール件名:草刈り申込)

難病のこども支援全国ネットワーク 柿木･青柳まで

９月３０日、１０月１日の宿泊( 雑魚寝)での参加は可能です。

①参加希望日 ②参加者氏名 ③住所 ④携帯電話

⑤ボランティア保険の加入済の有 一無 ⑥昼食申込(そば)要 一不要

⑦宿泊 希望日、人数

－15 －
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回几 レ:

戒 難 営
八

催:認定ＮＰＯ法人難病のこども支援全国ネットワーク

『あおぞら共和国』チャリティーウォーキング参加者募集!

日

集

日

時

合

程

費
装

物
込

加
　

ち
申

参

服
持

お

申 込締切り

記

10月29日（土）小雨決行（ホームベージでお知らせします｡）

JR中央線　日野春駅10 時集合10 時15分出発

新宿08:00（スーパーあずさ５号）⇒09:28甲府乗り換え09:32（各駅停車）⇒09:59日野春

（※甲府駅での乗り換え時間が短<ホームも異なりますのでご注意ください｡）
日野春駅～あおぞら共和国まで12km約４時間

14時半頃からあおぞら共和国で完歩お疲れ様会 ＆ あおぞら共和国見学

15時半～16時半頃解散　帰りは小淵沢駅まで乗り合いタクシー

無料です。（ゴールの『あおぞら共和国』で募金してください。）

帽子、気温差に対応できる上着、歩きやすい靴、雨具

軽く食べられる昼食　飲み物
難病のこども支援全国ネットワーク（担当：青柳）aozｏra@nanbyｏｎｅt.ｏr.jp

メール件名（ウォーク申込）、お名前、お電話（当日連絡のつ＜電話）、

グループ参加の場合はグループ名、全員のお名前､お電話、リーダー名もお願いします。10

月21日（金）

－16 －
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日 時：２０１６年11 月１９日（土）12 時半開場13 時開演

場 所: 山梨県立図書館　２Ｆ 多目的ホール

〒４００-００２４ 山梨県甲府市北口２丁目８番1 号
・ 開催趣旨

1992 年､富士山の麓でサマーキャンプ“がんばれ共和国"

が最初に開催されて今年で２５年が経ちます。これまで｢

がんばれ共和国｣ に参加した難病や障害のあるこどもと

その家族が､何を感じ､どう思ったか､また､参加したボラン

ティアや関わっている方々がどういう思いで携わっている

のか､それぞれご講演いただきます。

｢がんばれ共和国｣ は現在､ 毎年全国９箇所で建国されて

います。中には全館貸し切りではな＜一 般の宿泊客と

一緒の時もありました。他の宿泊客からの心ない言葉…。

悲しい思いをすることも多々ありました。いつしか気兼ね

なくみんなが集まれる場所が欲しいよね、という思いが

講演者：小林信秋、仁志田博司、下河辺治美、蔭山真知子、

露木和雄、吉竹琴水、柿木憲治

出はじめ､ それが｢ みんなのふるさど‘夢"プロジェクト｣

“あおぞら共和国"として現実のものになろうとしています。

｢がんばれ共和国｣ に関わる方々の思いを聞き､｢がんばれ

共和国｣ の今後と､それから生まれた｢あおぞら共和国｣に

期待することをみんなで考える講演会にしたいと思います。

★ お 知 ら せ と お 願 い ★

あおぞら共和国では､９月から11月の間､中央広場に芝を植栽する工事を行いますiその間､中央広場には立ち入ることができなく

なりますの乙 駐車場から外周路に入って荷物の積み降ろしをしていただきますようお願いいたしまｔ

車輛1 台は各ロッジ横の駐車スペースに停めることができまｔ その他の車輛は､ 駐車場をご利用ください。
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プ○ジエり卜 あおぞら共和国。

表面の土をさらいます

播種作業①

散水制御装置

報告:芝の植栽工事
8月下旬より､あおぞら共和国の中央広場に芝を植栽しよ

うと準備を進め､9 月29 日に播種しました。今回蒔いた種は、

芝が2 種類と小さなクローバー( マイクロクローバー)です。

まず、地 面表面の土を20cm 程さらい､ そこに特殊な管を

配置します。この 管には小さな穴 があいており､そこから

水が染み出てきます。管を動かないよう所々留め具で固定

し、その上に土を被せ埋め戻します。管の小さな穴からは、

水は出ます が 砂は 入らないようなつくりになっています 。

そして､ 肥 料を撒き､種を吹き付け ます 。種は､ 風 が 吹くと

飛んでいきそうなくらい小さいため､ 着色した水に混ぜ､ 吹き

付けました。埋設した管は2,500メートルにもなり､発芽し根が

゛ 呼 犬 。-_
～　　ｊ

配 管 作 業

/･ ‾‾‾ ‾‾‾‾

10 月３日現在

播種作業②

出ると水を求めて管の方へ 根を伸ば すとのことです。管 に

通す 水は、季 節や 天候などにより流したり止めたりする装 置

が取り付けられ、完全に自動制御されています。

播 種して3 ～4 日で芽が出てきており､3～4 週 間後(10 月

下旬)1 回目の刈り込みを行う予定になっています。

この芝 の種と肥 料､ その播 種作業を含め『:束洋グリーン

株 式会社 』様( 東京 都中央区日本橋 人形町2-33-8) より、

埋設した管と散水制御装置､その他 設備は『トロカンパニー

ジャパン』様( 東京都 中央 区日本 橋蛎 殼町1-36-2) より、

ご寄付いただきました。ありがとうございました。心より感 謝

申し上げます。

播種作業完了

10 月６日現在

－10 －
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報告: 秋の草刈・薪割りボランティア
恒例の秋の草刈りボランティア(10 月1日､2日)には、大勢

の皆 様にご参加いただき､大変ありがとうございました。1日

は31 名､2 日13 名､合計44 名のボランティアさんに参加してい

ただき無事に行うことができました。

草刈は､コセンダングサ( ひっつき虫といわれる一種) の引

き抜き作業や、背丈の延びた雑草の刈り取り作業を行いまし

た。また､ 隣接地 の倒木の切り出し､運び出し作業､ 薪作りな

どが行われました。

今回参加していただいたボランティアさんの中には､あし

がらキャンプでカヌーを教えていただいていた､土方 先生に

も参加していただけました。

サントリー様からは､夜勤明けのままボランティアに参加し

ていただいたり､ボランティアのために仕事を休んでいただい

た方もいらっしゃいました。

草 刈り頑 張 るぞ!

卜

●

●

●　

●

サントリー天然 水南アルプス白州工場･サントリー白州 蒸

留所 様や地元の皆さま､あおぞら会の皆様など大勢 の方々

にご参加いただきましたこと感謝いたします。

サントリー様からは天然水など飲み物を差し入れいただき

ました。い つも有難うございます。また､ 小口弘 毅先 生より

金精軒 のどら焼きを差し入れいただきました。2日間作業に

ご参加の皆様お疲 れ様でした。大変有難うございました。

.|

｜

心

柿
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谷
内

癌 爺 で

焚き付け用の枝折

雑草の掘り起こし

雑草の掘り起こし草刈りの様子

三平運営委員の初体験

倒木の伐採

－12 －
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スタージウェーバー家族の会 代表 竹内さん(
９月:全棟ご利用)埼玉県在住
9月18 日から19日の一泊､ あおぞら共和国 の全棟を会の

年中行事の旅行 会で利用させていただきました。

昨 年も同じシルバーウイークに一泊で利用させていただ

き､｢がんばれ｣ にその際の様子を寄稿させていただきました

が､ 今年は宿泊棟 が増え､45 名の参加者全員がスペース的

にも余 裕を持って宿泊することができました。

専門医1 名、看護師2名( 看護師の方は､いず れもお子様

が本会対象 疾患を有しています 。)が参加 することから、参

加希望 者が多く､一時は定員いっぱいの50 名までいったの

ですが､前日に患者の体調不良 から1家族5 名が不参加とな

り､結局45 名となりました。

患 者本人も家族も､スタージウェーバーの患者は顔面に

特徴 がある赤癒 があるなど様々な障害を有していることか

ら普通に泊付きの旅行をすることが難しいので､患者家族と

専門医等だけで行うこの旅行 会は皆楽しみにしております。

昨 年は福岡県からの参加があり､今 年は、奈良 県からと

べ

T4

八

゛ O  

遠方からの参加者もあります。

今年はあいにくの雨でしたが、新設の3号棟が大きく､ヒサ

シ付きのテラスもあるので､皆で楽しむことができました。

子 供達も､雨をものともせず､戸外を走り回っておりました。

ただ、管理人の青柳さんには、退去 の時 間が昼過ぎと遅く

なってしまったり、布 団の運び出しのために設 置してあった

ターフを勝手に片付けてしまったりと色々ご迷惑をおかけし

てしまい、本当に申し訳ありませんでした。

代表の統率力のなさが原因です。

重ねてお詫び申し上げます。

お詫び申し上げたところで恐 縮なのですが､本会では､来

年もやはりシルバーウィークの時 期にあおぞら共和国を利用

しての旅行会を予 定しており､会員からは早速、｢来 年もぜ

ひ参加したい。｣と言われております。

来年も、是非、利用させていただきたく､よろしくお 願い申し

上げます。

種村さん(８月:1･ ２号棟ご利用)東京都在住

8 月6 口～2 泊で利 用させ て頂き誠にありがとうございま

した。管 理 人 の青 柳 さんには 大 変 親 切 にし ていただき

感 謝です。

3号棟 の方々が私どもの為に花火を事 前に用意してくだ

さっており、駐 車場で一緒に楽しみました。他にもロッジの前

ですいか 割りをしたり､子 供たちのいい 夏の思い出になり

ました。

お礼が遅くなり申し訳ありませ んでした。もし可 能でしたら

年 内寒くなる前にもう一 度、リフレッシュしに伺いたいなと思

い申し込みさせて頂きます。

吉竹さん(９月:ロッジ４号棟ご利用)東京都在住

昨日はあお ぞらを使 わせ てい ただきありがとうご ざい

ました 。

現地に着いたら、がんば れキャンプでいつも一 緒になる

柳 井さんがいらっしゃって､ びっくり､感激!( 涙) そ の口はも

ちろん子どもを寝かしつけて､ 宴会で盛り上がりました。

次の日も一 緒にシャボン玉したり､のんびり和 室でごろご

ろしたり、健くんと楽しい ひと時を過ごせてとても充実した

休日になりました。

美乃 里も車いす から手を伸ばしてコスモスを触ったり、

虫や鳥 の声を聞いたり､弟も朝から晩まで虫取りに明け 暮

れ､あおぞらの中で過ご すのが一番幸せ です。

Ｃ Ｍ Ｔ 友 の 会 代 表 山 田 隆 司 さ ん( ９ 月 ：３･ ４ 号 棟 ご 利 用) 東 京 都 在 住

帰り際の大雨で退出時 間がおくれてしまいご迷惑を　　　とができた二日間で､本当に感 謝しております。いつも

おかけしました。子供たちのよい笑顔がたくさん見るこ　　　ありがとうございます。

－13 －
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＠○ｏｏｅｏ＠＠ あおぞら共和国を利用して(感想や要望など)

2０１６年10 月　ＣＭＴ友の会

利用日① ２０１５年12 月２７日(日)・２８日(月)：１号棟・４号棟

利用日② ２０１６年 ９ 月１７日(土)・１８日(日): ３号棟・４号棟

【お 風 呂 棟 】

● すごくきれい。木の香りがして雰囲気がいい。

● 露天風呂が楽しみ。

● 各小屋 からのアクセスが不良。‥ ・① ②

● 浴 室に入浴用の介助椅子がほしい。市販のプラスチック

イスは座面が狭くて低いので立ち座りが怖い。

● 入浴用の車いすがあっても助かる。

● 風呂棟 の入り口(靴を脱ぐところ)に腰掛けるベンチと手す

りがあると安全で助かる。

● 脱衣スペースの中央にベンチやいすがあると助かる。

●ﾄｲﾚ や洗面台は使いやすくてよかった。

【トイレ 】

●3 号棟のトイレがたくさんあって､それぞれ使いやすくて

すごかった。

●3 号棟: 男子 の

小便器に手すり

(もたれるタイプ)

があるといい。

【キ ッ チ ン 】

●1 号･4 号 棟 は小ぢんまりとして使いやすいキッチン。3号棟

は対面で広々していて使いやすかった。

●3 号棟 ：対 面キッチンなので料理中に参加者たちと視線

が合うことが多く、一体感があった。

● フォークが 置いてあるとよい。手の麻揮があるメンバーも

いるので。

●ピーラーが置いてあるといい。

●お 皿 の種類として､取り皿があるとよい。大皿料理を作る

ことがあるのでとりわけできるとよい。

●収納が多く､食器の種類も多く､家電が充実している。

●家 電 用に延長コードが置いてあるとテーブル上でホットプ

レートが使いやすいかもしれない。

● 複数 の小屋を借りた場合､食事は一緒に取ることが多い。

食器をそれぞ れの小屋 から持ち寄って使用するようにし

ているので､退出時チェックシートがあるのは助かる。丈夫

なカゴがあると､小屋 間の物品移動に便利かもしれない。

【玄 関 】

●小屋の入り口に腰掛けられるベンチや、イスを置くスペース

があると､靴や装具を脱着しやすい。

●手すりもついているとよい。

●4 号棟：扉の開く方向からしてイスを置くことも難しい。

●1 号･3 号 棟: 広々しているので椅子を2つほど置いて脱着

スペースとした。靴はウッドデッキに放 置。3号棟の玄関は

ほとんど使わなかった。

●傘立てがあるとよいです。

【小 屋 ま わ り 】

●3 ～4 号棟の移動について､1～2号棟 のようにウッドデッキ

がつながっているとうれしい。‥・②

●小 屋 横 の駐 車スペースについて､チェックアウト時に大雨

だったこともありウッドデッキから将来的に屋根が続くと、荷

物の載せおろしや車いすメンバーの乗 降がやりやすいと

感じた。‥･ ②

●3 号棟の貸布団がフカフカで寝やすかった。… ②

●駐 車 場 から各小屋 へ のアクセスが 良くなり(道 路) 助

14 －

かった。‥･ ②
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【小 屋 の 中 】

●３号棟 ：階段が怖い。急なので滑り止めテープなど貼って

あると安心。

● 階段 の手すりが角形なので､ぜいたくを言うならば丸形

や波型が嬉しい。ＣＭＴは握力がないので握やすいとよい。

●あわよくば手すりは両側にあると使いやすい。

●4 号 棟 ：和 室 の 入り口 に手 すりがあると上り下りしや

すい 。車いすメンバーや子供にとって､ 高さのある部屋は

移乗しやすくて助 かった。

●1･3･4 号棟 ：畳スペースがあるのはとても落ち着く。

⑩

＠

参

⑩

【そ の 他 】

●ＣＭＴのように遺 伝 疾患 だと､参加 する子供だけでなく

その親も当事者である。その場合､ 健常者の親が 障害や

難病 のこどもをフォローして過ごす( 抱えるなど) のでは

なく、親自身もすごしやすいことが大切 になる。ＣＭＴは｢

歩きにくい｣ ～｢ 車いす｣という幅広いメンバーがいる。

● 障 害のある親が障害のある子供をフォローしやすい居住

空間づくりというのは大変難しいが､あおぞら共和国の小

屋には可 能性がたくさんあるのでこれから利用を続ける

ことが楽しみである。

● これからもどうかよろしくお 願いします 人気が 出て使い

やすくなって予 約 が取 れなくなったら困るなあと､ 参加

者みんなで話していました。
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